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  2026 年 1 月 30 日 

各 位 

会 社 名  イ チ カ ワ 株 式 会 社 
代 表 者 名  代表取締役社長 矢 崎 孝 信  

（コード番号 3513  東証スタンダード） 
問 合 せ 先  執行役員総務部長 山 﨑  敦  

（TEL． 03－3816－1111） 
 

 
連結子会社との吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026 年 1 月 30 日開催の取締役会において、2026 年 4 月 1 日を効力発生日として、当社連

結子会社である株式会社イチカワテクノファブリクスを吸収合併することを決議しましたので、下記の

通りお知らせいたします。 

なお、本合併は 100％出資の連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一

部省略して開示しております。 

記 

 

１．合併の目的 

 株式会社イチカワテクノファブリクスは、工業用フエルト製品等の販売会社として、2005 年 7 月

に設立された連結子会社です。 

当社は、2030 年にあるべき姿を描いた「IK VISION2030」に基づき、工業用事業の業績拡大の推

進と経営資源の集中と効率的な事業運営を図ることを目的に、同社を吸収合併することを決定いたし

ました。 

 

２．合併の要旨 

(1) 合併の日程 

取締役会決議日 2026 年 1 月 30 日 

吸収合併契約締結日 2026 年 1 月 30 日 

効力発生日 2026 年 4 月 1 日（予定） 

  ※本合併は、会社法第 796 条第 2 項に基づく簡易合併に該当するため、合併契約に関する株主総会

の承認を得ることなく行うものです。 

 

(2) 合併の方式 

当社を存続会社とし、株式会社イチカワテクノファブリクスを消滅会社とする吸収合併方式で、

株式会社イチカワテクノファブリクスは効力発生日をもって解散いたします。 

 

(3) 本合併に係る割当ての内容 

当社の 100％子会社との合併であるため、本合併において株式及び金銭等の交付は行いません。 

 

(4) 本合併に伴う新株予約権及び新株予約券付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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３．合併当事会社の概要（2025 年 3 月 31 日） 

 存続会社 消滅会社 

（１）名称 イチカワ株式会社 株式会社イチカワテクノファブリ

クス 

（２）所在地 東京都文京区本郷二丁目14番15号 東京都文京区本郷二丁目14番15号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 矢崎 孝信 代表取締役社長 岡田 秀之 

（４）事業内容 抄紙用フエルト、スレート用フエル

ト、抄紙用ベルト及び工業用フエル

トの製造・販売 

濾過材、クッション材等の工業用フ

エルト及び搬送用メッシュ等の工

業用繊維製品の製造、加工並びに販

売 

（５）資本金 3,594 百万円 10 百万円 

（６）設立年月日 1949 年 11 月 21 日 2005 年 7 月 1 日 

（７）発行済株式数 4,967,151 株 200 株 

（８）決算期 3 月 31 日 3 月 31 日 

（９）大株主及び持ち株比

率 

王子ホールディングス 

株式会社 
9.41％ 

イチカワ株式会社   100.00％ 

日本製紙株式会社 

イチカワ従業員持株会 

株式会社みずほ銀行 

株式会社千葉銀行 

6.81％ 

4.43％ 

3.99％ 

3.96％ 

株式会社日本カストディ

銀行（信託 E 口） 
3.13％ 

眞嶋 洋 

光通信株式会社 

日本フエルト株式会社 

日本フイルコン株式会社 

3.04％ 

2.21％ 

1.52％ 

1.50％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2025 年 3 月期（連結） 2025 年 3 月期（単体） 

純資産 22,265 百万円 168 百万円 

総資産 29,466 百万円 291 百万円 

1 株当たり純資産 5,225.40 円 843,524.74 円 

売上高 13,947 百万円 450 百万円 

営業利益 1,072 百万円 24 百万円 

経常利益 1,216 百万円 25 百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

782 百万円 18 百万円 

1 株当たり当期純利益 181.51 円 93,153.38 円 

 

４．合併後の状況 

本合併による当社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金および決算期の変

更はありません。 

 

５．今後の見通し  

本合併は、当社の 100％子会社である連結子会社との合併であるため、当社の連結業績に与える

影響は軽微です。 

以 上 


